
中の橋 ﾅｶﾉﾊﾞｼ 中の橋通り線 2008年 70.8 12.8 Ⅰ
橋脚梁部の雨がかり部に遊離石灰を伴うひびわれが見ら
れる。雨水の浸透は継続的であり剥離等進行する可能性
はあるが、次回点検まで支持機能に影響はない。

新坂橋 ｼﾝｻﾞｶﾊｼ 新坂七日市線 不明 4.2 5.9 Ⅱ
床版打ち継ぎ箇所に橋面水の浸透による錆汁を伴う遊離
石灰が見られる。現段階では荷重支持に影響はないもの
の、継続的な漏水で内部鉄筋の腐食が進行し、支持機能
が低下する可能性があるため、損傷原因の排除が必要。

市民会館東ガ－ド橋
ｼﾐﾝｶｲｶﾝﾋｶﾞｼｶﾞｰﾄﾞﾊ
ｼ

記念グラウンド線 不明 4.8 6.8 Ⅰ
頂版に乾燥収縮や橋面水の浸透が見られる。前回点検よ
りわずかに進行が見られるが、次回の点検までに支持機
能の低下や第三者被害者が生じる可能性は低い。

スポｰツセンタｰ線１号橋
ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰｾﾝｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

スポｰツセンタｰ線 不明 6.1 4.9 Ⅰ
床版下面にうきが見られる（1箇所）。前回点検から進行
はなく車両の載荷が少ない端部の損傷であるため、次回
点検までに支持機能に影響はない。

上中の畑橋 ｶﾐﾅｶﾉﾊﾀﾊﾞｼ 武道線 2001年 22.1 7.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検より進行はなく、支持機能に影響はない。

中の畑橋 ﾅｶﾉﾊﾀﾊﾞｼ 武道線 1999年 29.0 7.0 Ⅰ
横桁定着部に乾燥収縮等が原因と推定されるひびわれ、
うきが見られる。前回点検から進行はなく、次回点検ま
でに鋼材の定着に影響はない。

真人橋 ﾏﾄﾊﾞｼ 荻袋線 1996年 62.0 10.5 Ⅲ
桁端部の耐候性鋼材に伸縮装置からの漏水による板厚減
少を伴う腐食が見られる。耐傾構にわずかに欠損が見ら
れ、支持機能が低下しているため補修が必要である。

新久保橋 ｼﾝｸﾎﾞﾊﾞｼ 筏小松川線 1990年 31.0 7.0 Ⅰ 下部工に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点検
より進行はなく、支持機能に影響はない。

公園橋 ｺｳｴﾝﾊﾞｼ 大森白山下線 1982年 46.4 5.6 Ⅲ
P1沓座モルタルに乾燥収縮が原因と推定される欠損が見
られる。支承下面まで生じており、支承本体の支持機能
が低下しているため早期の補修が必要である。

昼川橋 ﾋﾙｶﾜﾊﾞｼ 上野昼川線 1973年 31.0 6.5 Ⅲ
支障アンカーボルトに脱落が見られる（1基）。水平力の
支持機能が喪失しており、地震により落橋や路面の段差
が生じる可能性があるため、早期の補修が必要である。

西走橋 ﾆｼﾊｼﾘﾊﾞｼ 船沼堤防線 1969年 13.5 3.0 Ⅰ
外桁下面に側面からの伝い水による遊離石灰を伴うひび
われ、間詰床版に橋面水の浸透による遊離石灰が見られ
る。前回点検から進行は見られず、次回点検までに支持
機能が低下する可能性は低いため、経過観察とする。

下八卦橋 ｼﾓﾊｯｹｲﾊﾞｼ 八卦線 1969年 13.5 3.0 Ⅰ
橋台竪壁に凍害による剥離が見られる。中桁の橋座に生
じており、今後の進行により支持機能が低下する可能性
があるものの、現段階では前回点検から進行はないた
め、経過観察とする。

下八卦２号橋 ｼﾓﾊｯｹｲﾆｺﾞｳｷｮｳ 八卦石持川線 1969年 13.6 3.0 Ⅱ
橋台端部の雨がかり箇所に凍害による剥離、遊離石灰が
見られる。前回点検から進行しており、今後、中桁支点
部に進行した場合、支持機能が低下する可能性があるた
め、予防保全の観点から補修が必要である。

油川８号橋 ｱﾌﾞﾗｶﾜﾊﾁｺﾞｳｷｮｳ 東桜森2号線 1974年 13.6 3.0 Ⅰ
橋座および胸壁端部に凍害による剥離・鉄筋露出が見ら
れる。中桁支点部に剥離が進行した場合、支持機能が低
下する可能性があるため、経過観察とする。

大面橋 ｵｵｵﾓﾃﾊﾞｼ 杉村大面線 1974年 13.5 3.6 Ⅰ
間詰床版に橋面水の浸透による錆汁を伴う遊離石灰が見
られる。主桁鉄筋の腐食による支持機能が低下が懸念さ
れるが、前回点検と同様の損傷であり、著しい進行は見
られないため、経過観察とする。

油川１５号橋 ｱﾌﾞﾗｶﾜｼﾞｭｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 下高口上田村線 不明 14.1 5.5 Ⅲ 主桁（A1G3支点部）垂直補剛材に伸縮装置からの漏水に
よる欠損が見られる。

烏頭橋 ｳﾄｳﾊﾞｼ 大橋田町線 1975年 13.5 7.0 Ⅱ
主桁下面に橋面水の浸透によるうき、ひびわれが見られ
る。前回点検から著しい進行は見られないものの中桁や
支間中央の損傷が進行した場合、支持機能が低下する可
能性があるため、損傷原因の排除が必要である。

大黒沢橋 ｵｵｸﾛｻﾜﾊﾞｼ 上畑滝ノ下線 1978年 13.6 5.0 Ⅱ
支障に腐食によるアンカーボルトのゆるみが見られる。
前回点検から確認されており、支承機能が低下している
ため補修が必要である。

鷹の巣橋 ﾀｶﾉｽﾊﾞｼ 柵台線 1979年 13.5 4.0 Ⅰ 橋台に遊間からの漏水が見られる。凍害やひびわれ等は
生じておらず、支持機能に影響はない。

杉沢１号橋 ｽｷﾞｻﾜｲﾁｺﾞｳﾊｼ 中杉沢2号線 1981年 13.6 4.4 Ⅰ
外桁に側面からの伝い水による遊離石灰を伴うひびわ
れ、剥離が見られる。前回点検から著しい進行はなく、
車両の載荷がない外桁であるため、経過観察とする。

武道橋 ﾌﾞﾄﾞｳﾊﾞｼ 武道小安沢線 1983年 13.6 5.0 Ⅰ 主桁に流下物の衝突が原因と推定される欠損が見られ
る。支持機能に影響はない。

頭無幹排１１号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲｼﾞｭｳｲ
ﾁｺﾞｳﾊｼ

赤川3号線 不明 13.6 3.0 Ⅰ 橋台竪壁に遊間からの漏水が見られる。剥離等の損傷は
なく支持機能に影響はない。

厨川７号橋 ｸﾘﾔｶﾞﾜﾅﾅｺﾞｳﾊｼ 川原保十二牲線 不明 13.5 5.0 Ⅰ
間詰床版に橋面水の浸透による遊離石灰が見られる。前
回点検から進行はなく、主桁に凍害やひびわれ等は生じ
ておらず、支持機能に影響はない。

篭田釜ノ川線１号橋
ｶｺﾞﾀｶﾏﾉｶﾜｾﾝｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

篭田釜ノ川線 不明 13.7 5.5 Ⅰ
外桁下面に側面からの伝い水による遊離石灰を伴うひび
われが見られる。前回点検から進行しているものの、車
両の載荷がなく、次回点検までに支持機能が低下する可
能性は低いため、経過観察とする。

頭無幹排１０号橋
ｶｼﾗﾅｼｶｶﾝﾊﾟｲｼﾞｭｳ
ｺﾞｳﾊｼ

三本柳森崎線 不明 13.6 5.6 Ⅰ
床版間詰めに橋面水の浸透による漏水が見られる。凍害
やひびわれ等は生じておらず、支持機能に影響はない。
※前回点検で下部工としていた部材を護岸に変更



下桜沢新町線２号橋
ｼﾓｻｸﾗｻﾞﾜｼﾝﾏﾁｾﾝ
ﾆｺﾞｳｷｮｳ

下桜沢新町線 不明 13.7 6.5 Ⅰ
頂版端部に伝い水による遊離石灰を伴うひびわれ、剥離
が見られる。前回点検から進行しているものの、車両の
載荷による疲労がなく、支持機能に影響はないため、経
過観察とする。

開１号橋 ﾋﾗｷｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 黒川田ノ植線 不明 13.6 7.0 Ⅰ
翼壁に法面の土砂流出等が原因と推定される間隙が見ら
れる。前回点検から進行はなく、現段階では路面に変状
（橋台背面の舗装ひびわれや路面の陥没）が生じていな
いため、経過観察とする。

広野橋 ﾋﾛﾉﾊﾞｼ 広野線 1968年 12.5 2.7 Ⅲ
橋台竪壁に劣化および摩耗による剥離や玉石が露出、支
点部前面に凍害によるうきが見られ、橋台全体の支持機
能が低下している可能性がある。損傷が進行した場合、
安全性を確保できないため、早期の対策が必要である。

大巻橋 ｵｵﾏｷﾊﾞｼ 大巻北部線 1969年 12.5 4.3 Ⅰ
竪壁に乾燥収縮によるひびわれ、凍害による剝離が見ら
れる。前回点検から進行はなく軽微であり、支点部の支
持機能に影響はない。

上三ツ屋橋 ｶﾐﾐﾂﾔﾊﾞｼ 睦合造山線 1969年 12.6 7.4 Ⅱ
間詰床版に橋面水の浸透による錆汁を伴う遊離石灰が見
られる。主桁の内部鉄筋が腐食し、支持機能が低下する
可能性があるため、予防保全の観点から損傷原因の排除
が必要である。

油川１４号橋
ｱﾌﾞﾗｶﾜｼﾞｭｳﾖﾝｺﾞｳ
ｷｮｳ

柏木向線 1971年 12.5 4.0 Ⅰ
G1桁下面に伝い水による遊離石灰を伴うひびわれ、剥離
が見られる。前回点検から進行しているものの、車両の
載荷がなく、次回点検までに支持機能が低下する可能性
は低いため、経過観察とする。

油川１１号橋
ｱﾌﾞﾗｶﾜｼﾞｭｳｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

上桜森一ノ関線 1971年 12.6 4.0 Ⅰ
橋台に凍害による剥離が見られる。前回点検から進行は
なく、次回点検までに支点部の支持機能が低下する可能
性は低いため、経過観察とする。

上湯奈川橋 ｶﾐﾕﾅｶﾞﾜﾊﾞｼ 羽場南線 1979年 12.5 5.6 Ⅱ
G17桁に沈下が見られる。また、桁下面に新たに遊離石灰
を伴うひびわれが確認された。現段階で車両の走行に影
響はなく、路面の凹凸等も見られないため経過観察とす
る。

野崎橋 ﾉｻﾞｷﾊﾞｼ 野崎線 1984年 12.6 4.5 Ⅰ
兄弟竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検よりひび割れ本数は増加しているものの軽微であり、
支持機能に影響はない。

大屋川橋 ｵｵﾔｶﾞﾜﾊﾞｼ 横手平鹿増田線 1986年 12.5 8.0 Ⅱ
伸縮装置の後打ちコンクリートに凍害等による剝離が見
られる。補修が繰り返されているものの剥離は継続して
おり、車両の走行に影響があるため補修が必要である。

館ノ下橋 ﾀﾃﾉｼﾀﾊﾞｼ 堤防雄物川北小学校線 1997年 12.5 5.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく、支持機能に影響はない。

樋脇橋 ﾄﾖﾜｷﾊｼ 沼下中野本線 1997年 12.6 6.0 Ⅰ
間詰床版に橋面水の浸透による遊離石灰が見られる。主
桁に凍害やひびわれ等は生じておらず、支持機能に影響
はない。

南田橋 ﾐﾅﾐﾀﾊﾞｼ 南田石持川線 1997年 13.0 6.0 Ⅰ
床版間詰に橋面水の浸透による遊離石灰が見られる。主
桁に凍害やひびわれ等は生じておらず、支持機能に影響
はない。

水越橋 ﾐｽﾞｺｼﾊｼ 水越樋脇線 1997年 12.5 6.0 Ⅰ 翼壁端部に凍害や車両等の衝突による欠損が見られる。
前回点検から進行はなく支持機能に影響はない。

藤根橋 ﾌｼﾞﾈﾊﾞｼ 十五野野村線 2001年 13.2 12.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく支持機能に影響はない。

笹崎寺内２号橋
ｻｻｻﾞｷﾃﾗｳﾁﾆｺﾞｳﾊ
ｼ

大屋寺内2号線 不明 12.6 3.5 Ⅰ
横桁にひび割れが見られる（1箇所）。前回点検と同様の
損傷であり、次回点検までに支持機能に影響する可能性
は低いため、経過観察とする。

弥勒ほたる橋 ﾐﾛｸﾎﾀﾙﾊｼ 弥勒角代沢線 2007年 12.5 4.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく支持機能に影響はない。

橋場橋 ﾊｼﾊﾞﾊﾞｼ 甲下夕村線 1966年 12.5 4.0 Ⅰ 橋台に遊間からの漏水が見られる。凍害やひびわれ等は
生じておらず、支持機能に影響はない。

鶴巻橋 ﾂﾙﾏｷﾊｼ 新坂七日市線 不明 12.8 4.1 Ⅰ
遊間からの漏水により橋座に剥離が見られる。前回点検
から進行はなく、次回点検までに支持機能に影響はない
ため、経過観察とする。

吉沢橋 ﾖｼｻﾞﾜﾊﾞｼ 吉沢追廻線 不明 12.6 4.2 Ⅰ
床版間詰に錆汁を伴う遊離石灰が見られる。前回点検で
錆汁は確認されておらず、主桁の鉄筋腐食が進行したと
想定されるものの部分的であり、次回点検までに支持機
能が低下する可能性は低いため、経過観察とする。

大島１号橋 ｵｵｼﾞﾏｲﾁｺﾞｳﾊｼ 黒川田ノ植線 不明 12.6 5.5 Ⅰ
パイルベント橋台の梁部にかぶり不足および遊間からの
漏水が原因と推定される剥離・鉄筋露出が見られる。前
回点検から進行はなく、次回点検までに支持機能が低下
する可能性は低いため、経過観察とする。

豊前中島線４号橋
ﾌﾞｾﾞﾝﾅｶｼﾞﾏｾﾝﾖﾝｺﾞ
ｳｷｮｳ

豊前中島線 不明 12.5 5.6 Ⅰ
床版間詰に橋面水の浸透による漏水・遊離石灰が見られ
る。主桁下面に凍害やひびわれ等は生じておらず、支持
機能に影響はない。

樋ノ口柳持線２号橋
ﾋﾉｸﾁﾔﾅｷﾞﾓﾁｾﾝﾆｺﾞ
ｳｷｮｳ

樋ノ口柳持線 不明 13.2 6.5 Ⅰ
頂版端部に伝い水による錆汁を伴う遊離石灰、ひびわれ
が見られる。前回点検から進行はなく、次回点検までに
支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察とす
る。

上法寺川４号橋
ｼﾞｮｳﾎﾞｳｼﾞｶﾞﾜﾖﾝｺﾞｳ
ｷｮｳ

薮沢目上法寺線 不明 12.6 7.0 Ⅰ
伸縮装置に除雪時の接触による変形が見られる。前回点
検から進行はなく、現段階では車両走行に影響はないた
め、経過観察とする。

堂ヶ沢橋 ﾄﾞｳｶﾞｻﾜﾊﾞｼ 横手平鹿増田線 不明 12.6 8.2 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。



十五野新田橋 ｼﾞｭｳｺﾞﾉｼﾝﾃﾞﾝﾊﾞｼ 三重植田線 不明 12.6 10.0 Ⅰ
主桁下面にひびわれ、剥離・漏水が見られる。前回点検
から進行はしているものの、損傷は車両の載荷がない位
置であり、次回点検までに支持機能が低下する可能性は
低いため、経過観察とする。

清水沢川４号橋 ｼﾐｽﾞｻﾜﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 旭川金沢線 2005年 13.3 10.2 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部、伸縮装置は健全である。

頭無幹排９号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲｷｭｳｺﾞ
ｳﾊｼ

条里跡般若寺線 不明 13.4 11.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

下川原橋 ｼﾓｶｼﾗﾊﾞｼ 堤防下川原線 1953年 11.5 3.0 Ⅰ
橋台竪壁にジャンカおよび河川流水の摩耗による剥離が
見られる。全面に生じているものの、前回点検から大き
く進行はなく、次回点検までに支持機能が低下する可能
性は低いため、経過観察とする。

阿美多地橋 ｱﾐﾀﾞﾁﾊﾞｼ 阿美多地線 1965年 12.0 6.0 Ⅰ
間詰床版の拡幅部遊間および地覆側面から伝い水による
遊離石灰が見られる。範囲は拡大しているものの、錆汁
の滲み出しや主桁下面の凍害およびひびわれ等は生じて
おらず、現段階で支持機能に影響はない。

男鹿野橋 ｵｶﾞﾉﾊﾞｼ 三又岩井川線 1966年 12.1 6.0 Ⅰ
橋台竪壁に遊間からの漏水による剥離、うきが見られ
る。橋座付近には進行しておらず、次回点検までに支持
機能が低下する可能性は低いため、経過観察とする。

大排１号橋 ﾀﾞｲﾊｲｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 袴形板井田線 1971年 12.1 8.1 Ⅲ
主桁端部垂直補剛材に腐食、欠損が見られる。荷重支持
力の低下による前屈の可能性がある。また、支承アン
カーボルトに脱落が生じていて、支承の機能不全が生じ
ている。早期の補修が必要である。

回館橋 ﾏﾜﾘﾀﾃﾊﾞｼ 回館東里西線 1972年 11.6 3.0 Ⅱ
主桁下面に橋面水の浸透や疲労によるひびわれが見られ
る。前回点検から車両の載荷位置に拡大しており、今後
の進行が予測される。上部工の耐荷力が低下する可能性
があるため、補修が必要である。

県先橋 ｹﾝｻｷﾊﾞｼ 松田縦断線 1972年 12.0 5.6 Ⅲ
支承本体に伸縮装置からの漏水により層状の錆が見ら
れ、アンカーボルトのナットが喪失している。地震時の
荷重支持機能が低下しているため、早期の補修が必要で
ある。

七滝川４号橋 ﾅﾅﾀｷｶﾞﾜﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 二井山上溝線 1991年 12.2 7.5 Ⅰ
橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれ箇所に、遊間からの
漏水が滲み出している。錆汁等は見られず、内部鉄筋の
腐食は進行していないと推定され、次回点検までに支持
機能が低下する可能性は低いため、経過観察とする。

沼山５号橋 ﾇﾏﾔﾏｺﾞｺﾞｳﾊｼ 沼山線 1994年 11.7 4.0 Ⅰ 翼壁端部に経年劣化による剥離が見られる。支持機能に
影響はない。

沢口観音橋 ｻﾜｸﾞﾁｶﾝﾉﾝﾊﾞｼ 横手平鹿増田線 1994年 11.6 8.3 Ⅰ
伸縮装置後打ちコンクリートに経年劣化等による剥離が
見られる。損傷は進行しているものの、現段階では車両
の走行に影響はないため、経過観察とする。

上根岸橋 ｶﾐﾈｷﾞｼﾊﾞｼ 本町根岸町線 1996年 12.0 7.3 Ⅰ
伸縮装置に除雪時の接触による変形が見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、車両の走行に影響はない
ため、経過観察とする。

清水沢橋 ｼﾐｽﾞｻﾜﾊﾞｼ 羽黒清水沢線 1994年 12.3 8.5 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

八幡下下根木野線１号橋
ﾊﾁﾏﾝｼﾀｼﾓﾈｯｺﾉｾﾝ
ｲﾁｺﾞｳﾊｼ

八幡下下根木野線 2000年 12.0 5.5 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

桧の沢橋 ﾋﾉｻﾜﾊﾞｼ 桧の沢線 不明 11.5 1.9 Ⅲ
木製床版に経年劣化による腐朽・抜け落ちが見られる。
山間地の農地で歩行者の利用は少ないものの、第三者被
害防止の観点から早期の補修が必要である。

六日町後新堀線１号橋
ﾑｲｶﾏﾁｳｼﾛｼﾝﾎﾞﾘｾ
ﾝｲﾁｺﾞｳｷｮｳ

六日町後新堀線 不明 11.5 4.0 Ⅰ
橋台竪壁および橋座に凍害による剝離が見られる。外桁
支点付近の損傷であるものの、前回点検から進行はな
く、床版橋のため次回点検までに支持機能が低下する可
能性は低く、経過観察とする。

頭無幹排１２号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲｼﾞｭｳﾆ
ｺﾞｳｶﾞｼ

赤川2号線 不明 11.5 4.0 Ⅰ
間詰床版に側面からの伝い水による遊離石灰が見られ
る。前回点検から進行はなく、凍害やひびわれ等は生じ
ていないため、支持機能に影響はない。

小野塚丘見線１号橋
ｵﾉﾂﾞｶｵｶﾐｾﾝｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

小野塚丘見線 不明 11.5 4.0 Ⅰ
G8桁下面に橋面の浸透水や疲労によるひびわれが見られ
る。車両の載荷位置であり前回点検から進行しているも
のの、次回点検までに支持機能が低下する可能性は低い
ため、経過観察とする。

孫太郎橋 ﾏｺﾞﾀﾛｳﾊﾞｼ 男鹿野線 不明 11.8 4.1 Ⅰ
橋台前面に凍害による剝離が見られる。前回点検から進
行はなく、次回点検までに支点部の支持機能が低下する
可能性は低いため、経過観察とする。

清水橋 ｼﾐｽﾞﾊﾞｼ 清水線 不明 12.0 1.9 Ⅲ
木製床版に経年劣化による腐朽、抜け落ちが見られる。
山間地の農地で歩行者の利用は少ないものの、第三者被
害防止の観点から早期の補修が必要である。

一本杉桑ノ木線１号橋
ｲｯﾎﾟﾝｽｷﾞｸﾜﾉｷｾﾝｲ
ﾁｺﾞｳｷｮｳ

一本杉桑ノ木線 不明 11.5 5.0 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部、伸縮装置は健全である。

赤川橋 ｱｶｶﾞﾜﾊﾞｼ 赤川6号線 1970年 11.5 6.1 Ⅰ
橋台竪壁に河川水や流下物による摩耗等が原因と推定さ
れる剝離が見られる。前回点検から進行してはいるもの
の、次回点検までに支持機能が低下する可能性は低いた
め、経過観察とする。

清水沢３号橋 ｼﾐｽﾞｻﾜｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 城南1号線 不明 11.7 6.0 Ⅰ 主桁下面に剝離が見られる（1箇所）。前回点検から進行
はなく、経過観察とする。

頭無幹排７号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲﾅﾅｺﾞｳ
ﾊｼ

静町赤坂線 不明 11.6 7.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。



三貫堰２号橋 ｻﾝｶﾞﾝｾﾞｷﾉｺﾞｳﾊｼ 厨川御所野線 不明 11.6 9.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

婦気橋 ﾌｹﾊﾞｼ 駅西線 不明 11.5 16.3 Ⅱ
右側歩道部の橋台に経年劣化や浸透水が原因と推定され
る幅2㎜のひびわれが見られる。今後、進行した場合、歩
道部の支持機能が低下し、路面の段差等生じる可能性が
あるため、予防保全の観点から補修が必要である。

南形橋 ﾅﾝｶﾀﾊﾞｼ 雄物川東西線 1963年 11.4 6.5 Ⅱ
橋台竪壁（水衝部）全面に摩耗等による剥離、洗堀が見
られる。水衝部のため損傷は進行すると予測され、支持
機能の低下および橋梁全体の安全性が低下する可能性が
あるため、予防保全の観点から補修が必要である。

地竹川５号橋 ｼﾞﾀｹｶﾞﾜｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 大沢南3号線 1970年 11.4 3.0 Ⅰ
床版間詰に側面からの伝い水および橋面水の浸透による
遊離石灰が見られる。凍害やひびわれ等は生じておら
ず、支持機能に影響はない。

地竹川６号橋 ｼﾞﾀｹｶﾞﾜﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 大沢南部4号線 1970年 11.4 3.1 Ⅰ
橋台橋座端部に凍害による剝離が見られる。雨がかり部
のため損傷の進行が予測されるが、次回点検までに支点
部の支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察と
する。

名古前橋 ﾅｺﾞﾏｴﾊｼ 山崎太田線 1970年 11.0 4.6 Ⅱ
橋台に凍害による剥離が見られる。前回点検から進行は
ないものの、橋座端部の剥離は支承部前面まで見られ
る。今後の進行により、支点部の支持機能が低下する可
能性があり、予防保全の観点から補修が必要である。

藤巻橋 ﾌｼﾞﾏｷﾊﾞｼ 土井尻線 1971年 10.4 5.5 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

芦沢橋 ｱｼｻﾞﾜﾊﾞｼ 留長根本木線 1971年 10.5 7.0 Ⅰ
伸縮装置の経年劣化による変形が見られる。前回点検か
ら進行はなく、車両の走行に影響はないため、経過観察
とする。

柴橋 シバハシ 滝ノ上小山線 1987年 10.9 5.7 Ⅰ 伸縮装置に除雪時の接触等による変形が見られる。車両
の走行に影響はなく軽微であるため、経過観察とする。

知恵ヶ沢橋 ﾁｴｶﾞｻﾜﾊﾞｼ 牛ヶ沢猿田線 1989年 10.4 7.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

出向４号橋 ｲﾃﾞﾑｶｲﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 旭町中島線 1994年 11.4 10.5 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

古向橋 ﾌﾙﾑｶｲﾊﾞｼ 道地堤防線 1997年 10.5 5.0 Ⅰ
間詰床版に側面からの伝い水による遊離石灰が見られ
る。前回点検から進行はなく、凍害やひびわれ等は生じ
おらず、支持機能に影響はない。

太田橋 ｵｵﾀﾊﾞｼ 寺内八景田線 1997年 10.5 7.0 Ⅰ
伸縮装置の後打ちコンクリートに凍害等による剝離が見
られる。前回点検と同様の損傷であり、車両の走行に影
響はないため、経過観察とする。

柴２号橋 ｼﾊﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ 滝ノ上小山線 2003年 11.4 6.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

頭無幹排６号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲﾛｸｺﾞｳ
ﾊｼ

上長田赤坂線 2004年 11.5 11.0 Ⅰ
主桁下面に橋面水の浸透が原因と推定されるひびわれが
見られる（1箇所）。前回点検から進行はなく、部分的で
軽微であるため、経過観察とする。

頭無幹排８号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲﾊﾁｺﾞｳ
ﾊｼ

城野岡三本柳線 不明 10.4 3.0 Ⅰ
間詰床版に側面からの伝い水による遊離石灰が見られ
る。主桁下面に凍害やひびわれ等は生じおらず、支持機
能に影響はない。

頭無幹排５号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲｺﾞｺﾞｳﾊ
ｼ

後野上長田線 不明 11.5 3.0 Ⅰ
遊間からの漏水により橋台に見られる。漏水が原因の凍
害やひびわれ等は生じておらず、支持機能に影響はな
い。

大島２号橋 ｵｵｼﾞﾏﾆｺﾞｳﾊｼ 塚堀北1号線 不明 11.4 3.0 Ⅰ
間詰床版に側面からの伝い水による遊離石灰が見られ
る。錆汁が見られるが部分的であり、漏水が原因の凍害
やひびわれ等は生じていないため、支持機能に影響はな
い。

笹崎寺内１号橋
ｻｻｻﾞｷﾃﾗｳﾁｲﾁｺﾞｳ
ﾊｼ

笹崎線 不明 11.4 3.2 Ⅰ
間詰床版に側面からの伝い水による遊離石灰が見られ
る。凍害やひびわれ等は生じおらず、支持機能に影響は
ない。

開橋 ﾋﾗｷﾊｼ 家西線 不明 10.5 3.3 Ⅱ
主桁に経年劣化および遊間からの漏水による腐食が見ら
れる。桁端部はわずかに板厚減少を伴っており、欠損に
進行した場合、支持機能が低下する可能性があるため、
予防保全の観点から補修が必要である。

田村堰橋桑ノ木線１号橋
ﾀﾑﾗｾﾞｷﾊｼｸﾜﾉｷｾﾝ
ｲﾁｺﾞｳｷｮｳ

田村堰橋桑ノ木線 不明 11.4 3.5 Ⅰ
外桁下面に側面からの伝い水が原因の凍害が生じてお
り、剥離・鉄筋露出が見られる。前回点検から大きく進
行はなく、車両の載荷がないため次回点検までに支持機
能が低下する可能性は低いため、経過観察とする。

林崎上猪岡線１号橋
ﾊﾔｼｻﾞｷｶﾐｲﾉｵｶｾﾝ
ｲﾁｺﾞｳｷｮｳ

林崎上猪岡線 不明 11.5 4.0 Ⅰ
橋台に遊間からの漏水による遊離石灰の析出が見られ
る。前回点検から進行はなく軽微であり、支持機能に影
響はない。

新平川北大清水線１号橋
ｼﾝﾍﾞｲｶﾞﾜｷﾀｵｵｼﾐ
ｽﾞｲﾁｺﾞｳｷｮｳ

新平川北大清水線 不明 11.4 4.0 Ⅱ
主桁下面および間詰床版にうき、ひびわれ、遊離石灰が
見られる。うきは主桁の車両の載荷位置にも広がってい
て、進行により耐荷力が低下、路面の沈下が生じる可能
性があるため補修が必要である。

新平川南大清水線１号橋
ｼﾝﾍﾞｲｶﾞﾜﾐﾅﾐｵｵｼﾐ
ｽﾞｾﾝｲﾁｺﾞｳｷｮｳ

新平川南大清水線 不明 11.4 4.0 Ⅰ
間詰床版に橋面水の浸透および側面からの伝い水による
遊離石灰が見られる。凍害やひびわれ等は生じおらず、
支持機能に影響はない。

河前橋 ｶﾜﾏｴﾊﾞｼ 大屋寺内5号線 不明 10.6 6.0 Ⅱ
主桁下面に橋面水の浸透による遊離石灰を伴うひびわれ
が見られる。車両載荷位置のG2からG5桁の全長に生じて
おり、損傷の進行で耐荷力低下や路面沈下が生じる可能
性があるため、補修が必要である。



桑木下村線１号橋
ｸﾜﾉｷｼﾓﾑﾗｾﾝｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

桑木下村線 不明 10.9 6.2 Ⅰ
橋台のパイルベント杭（1本）に経年劣化によるひびわれ
が見られる。前回点検から進行はなく軽微であり、経過
観察とする。

頭無幹排４号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲﾖﾝｺﾞｳ
ﾊｼ

下谷地添八幡線 不明 11.5 8.0 Ⅰ 橋台胸壁（橋面）に車両等衝突による欠損が見られる。
支持機能に影響はない。

駅西１０号橋 ｴｷﾆｼｼﾞｭｳｺﾞｳﾊﾞｼ 駅西6号線 不明 11.4 8.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

南野橋 ﾐﾅﾐﾉﾊﾞｼ 南野線 1965年 9.6 4.0 Ⅰ
床版間詰に橋面水の浸透による遊離石灰が見られる。凍
害やひびわれ等は生じていないため、支持機能に影響は
ない。

中島二号橋 ﾅｶｼﾞﾏﾆｺﾞｳｷｮｳ 平野沢線 2012年 14.8 7.0 Ⅰ
床版間詰に表面水の浸透による遊離石灰が見られる。鋼
部材に腐食は生じていないため、支持機能に影響はな
い。

松澤１号橋 ﾏﾂｻﾜｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 土場線 1967年 10.5 4.0 Ⅱ
主桁下面に橋面水の浸透および側面からの伝い水による
遊離石灰を伴うひびわれが見られる。車両が載荷する中
桁にも生じており、今後の進行により支持機能が低下す
る可能性があるため、補修が必要である。

山荘橋 ｻﾝｿｳﾊﾞｼ 真人山荘線 不明 9.4 6.0 Ⅰ 外桁下面に側面からの伝い水が見られる。凍害やひびわ
れ等は生じていないため、支持機能に影響はない。

三ヶ村堰１０号橋
ｻｶﾞﾑﾗｾﾞｷｼﾞｭｳｺﾞｳ
ｷｮｳ

小中島支線 1970年 10.1 6.5 Ⅰ
伸縮装置に経年劣化によるゴム材の変形・欠損、路面の
凹凸が見られる。現段階で車両の走行に大きく影響はな
いため、経過観察とする。

地竹川２号橋 ｼﾞﾀｹｶﾞﾜﾆｺﾞｳｷｮｳ 大沢南部4号線 1971年 9.5 3.0 Ⅰ
橋台の橋座端部に凍害による剝離が見られる。雨がかり
箇所のため。損傷の進行が予測されるが、次回点検まで
に支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察とす
る。

十三塚橋 ｼﾞｭｳｻﾝﾂﾞｶﾊﾞｼ 回館東部線 1972年 10.4 1.9 Ⅱ
主桁下フランジに凍害による剥離・鉄筋露出が見られ
る。剥離範囲は進行しており、桁全長に進行した場合、
支持機能が低下する可能性があるため、予防保全の観点
から補修が必要である。

大排３号橋 ﾀﾞｲﾊｲｻﾝｺﾞｳｷｮｳ タモノ木東線 1972年 9.6 4.2 Ⅰ
主桁に桁間からの漏水等が原因と推定されるひびわれ、
うき、剥離・鉄筋露出が見られる。前回点検から進行は
なく、次回点検までに支持機能が低下する可能性は低い
ため、経過観察とする。

上法寺川２号橋
ｼﾞｮｳﾎﾞｳｼﾞｶﾞﾜﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ

長持線 1976年 10.0 5.0 Ⅰ 外桁下面に側面からの伝い水が見られる。凍害やひびわ
れ等は生じていないため、支持機能に影響はない。

地竹川８号橋 ｼﾞﾀｹｶﾞﾜﾊﾁｺﾞｳｷｮｳ 堂ノ下南線 1988年 9.4 5.0 Ⅰ 外桁の下フランジに流下物等の衝突が原因と推定される
欠損が見られる。支持機能に影響はない。

七滝川２号橋 ﾅﾅﾀｷｶﾞﾜﾆｺﾞｳｷｮｳ 二井山上溝線 1990年 9.8 7.0 Ⅰ
主桁下面に流下物等の衝突が原因と推定される欠損が見
られる。前回点検から進行はなく軽微であり、現段階で
支持機能に影響はない。

橋野沢橋 ﾊｼﾉｻﾜﾊﾞｼ 筏小松川線 1997年 9.5 8.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひび割れが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

杉沢川橋 ｽｷﾞｻﾜｶﾞﾜﾊﾞｼ 見入野谷地中線 2004年 9.5 5.5 Ⅲ
支承下面に凍害等による欠損（空洞）が見られ、アン
カーボルトが脱落している荷重支持機能の低下および地
震時水平力の支持機能が喪失しているため早期の補修が
必要である。

新屋敷橋 ｱﾗﾔｼｷﾊｼ 赤川新屋敷線 不明 10.4 2.8 Ⅰ
橋台橋座に凍害や流下物等の接触が原因と推定される剝
離が見られる。橋座前面の損傷であり、次回点検までに
支点部の支持機能が低下する可能性は低いため、経過観
察とする。

大堤沢１号橋
ｵｵﾂﾂﾐｻﾞﾜｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ

橋野沢線 不明 9.5 3.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく軽微であり、支持機能に影響はない。

野黒沢橋 ﾉｸﾞﾛｻﾜﾊﾞｼ 貝沢松沢線 不明 10.0 4.0 Ⅰ
沓座モルタルに施工不良による欠損が見られる。床版橋
の端部であり、次回点検までに支持機能が低下する可能
性は低いため、経過観察とする。

下篭田桶清水線１号橋
ｼﾓｶｺﾞﾀｵｹｼﾐｽﾞｾﾝｲ
ﾁｺﾞｳｷｮｳ

下篭田桶清水線 不明 10.4 4.5 Ⅰ
橋台橋座端部に凍害による剝離が見られる。前回点検か
ら著しい進行はなく、次回点検までに支点部の支持機能
が低下する可能性は低いため、経過観察とする。

持田橋 ﾓﾁﾀﾞﾊｼ 柳田駅通り線 不明 10.2 5.0 Ⅰ
橋台竪壁に間詰床版および側面からの漏水が原因と推定
される遊離石灰を伴うひびわれが見られる。前回点検か
ら進行はなく軽微であり、現段階で支持機能に影響はな
い。

樽見内蛭野線１号橋
ﾀﾙﾐﾅｲﾋﾙﾉｾﾝｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

樽見内蛭野線 不明 10.3 5.1 Ⅰ
頂版に側面からの浸透水や経年劣化によるうき・ひびわ
れが見られる。前回点検から進行はなく、現段階で支持
機能に影響はない。

掵下都線２号橋
ﾊﾊﾞｼﾓﾐﾔｺｾﾝﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ

掵下都線 不明 10.0 5.5 Ⅰ
外桁下面に側面からの伝い水による剝離・鉄筋露出が見
られる。水切り箇所で進行が予測されるものの、車両の
載荷がなく、次回点検までに支点部の支持機能が低下す
る可能性は低いため、経過観察とする。

沢口橋 ｻﾜｸﾞﾁﾊﾞｼ 真人半助線 不明 10.2 6.0 Ⅰ
橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれ、凍害によるうきが
見られる。次回点検までに支点部の支持機能が低下する
可能性は低いため、経過観察とする。

若宮２号橋 ﾜｶﾐﾔﾆｺﾞｳｷｮｳ 下根田百万刈線 不明 9.5 6.0 Ⅰ
床版下面に経年劣化や乾燥収縮によるひびわれが見られ
る。損傷は進行しているものの部分的であり、次回点検
までに支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察
とする。



三貫堰１号橋 ｻﾝｶﾞﾝｾﾞｷｲﾁｺﾞｳﾊｼ 三貫堰十二牲線 不明 10.3 6.2 Ⅰ
床版間詰に橋面水の浸透による遊離石灰が見られる。部
分的で軽微であり、凍害やひびわれが生じていないた
め、支持機能に影響はない。

平鹿堰橋 ﾋﾗｶｾﾞｷﾊﾞｼ 平真線 1962年 9.5 6.5 Ⅰ
主桁下面にかぶり不足および橋面水の浸透による鉄筋露
出が見られる。前回点検から進行はなく軽微であるた
め、経過観察とする。

篭田釜ノ川線２号橋
ｶｺﾞﾀｶﾏﾉｶﾜｾﾝﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ

篭田釜ノ川線 不明 9.4 7.5 Ⅰ
主桁下面に橋面水の浸透や経年劣化によるひびわれが見
られる。車両の載荷位置に生じているものの前回点検か
ら進行はなく、次回点検までに支持機能が低下する可能
性は低いため、経過観察とする。

成瀬大橋 ﾅﾙｾｵｵﾊｼ 横手平鹿増田線 1998年 335.0 7.2 Ⅰ
主桁下面や横桁に乾燥収縮や経年劣化によるひびわれが
見られる。前回点検と同様の損傷であり、次回点検まで
に支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察とす
る。

十文字大橋 ｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｵｵﾊｼ 梨木古内線 1935年 253.7 6.4 Ⅲ
主桁に剝離・鉄筋露出、うき、ひび割れ、床版に遊離石
灰を伴うひびわれ、うきが見られる。前回点検より進行
しており、現段階で耐荷力が低下している可能性がある
ため、早期の補修が必要である。

祇薗寺大橋 ｷﾞｵﾝｼﾞｵｵﾊｼ 旭川金沢線 2005年 122.0 7.0 Ⅱ
主桁端部（耐候性鋼材）に伸縮装置からの漏水が原因と
推定される腐食が生じている。前回点検から腐食範囲が
拡大し板厚減少を伴っており、予防保全の観点から補修
が必要である。

新旭川橋 ｼﾝｱｻﾋｶﾜﾊﾞｼ 旭川金沢線 1999年 71.0 8.8 Ⅱ 落橋防止装置のボルトにゆるみ・脱落が見られる。落橋
防止機能が低下しているため補修が必要である。

碇大橋 ｲｶﾘｵｵﾊｼ 朝倉線 1970年 70.2 6.0 Ⅱ
横桁（塗装塗替え箇所）に側面からの漏水により再度、
腐食、欠損が生じている。前回点検から腐食範囲が拡大
しており、欠損が拡大した場合、荷重伝達機能が低下す
るため、予防保全の観点から補修が必要である。

和野橋 ﾜﾉﾊｼ 上和野下根田線 1968年 60.0 2.5 Ⅲ
主桁下フランジおよび垂直補剛材に側面からの漏水によ
る腐食、欠損が見られる。支点部の支持機能が低下して
おり、早期の補修が必要である。

百万刈１号橋 ﾋｬｸﾏﾝｶﾞﾘｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 下和野落合線 1968年 60.0 3.0 Ⅲ
主桁下フランジおよび垂直補剛材に遊間からの漏水によ
る腐食、欠損が見られる。支点部の腐食が欠損に進行し
ており、支持機能が懸念されるため、早期の補修が必要
である。

湯ノ島橋 ﾕﾉｼﾏﾊﾞｼ 湯の島線 1993年 58.1 4.5 Ⅰ
主桁下面にひびわれ、うきが見られる。次回点検までに
支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察とす
る。

本郷橋 ﾎﾝｺﾞｳﾊｼ 平和町本郷線 1958年 56.0 6.0 Ⅲ
A1G1支承サイドブロックに疲労や腐食による破断が見ら
れる。前回点検の亀裂が進展した損傷で、地震時水平力
の支持機能が低下しており、他支承の損傷や主桁の脱落
が生じる可能性があるため、早期の補修が必要。

板井沢橋 ｲﾀｲｻﾞﾜﾊﾞｼ 板井沢土渕線 1978年 55.9 5.0 Ⅰ
床版に疲労や橋面水の浸透による漏水を伴う床版ひびわ
れが生じている。前回点検から進行はなく、次回点検ま
でに支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察と
する。

頭無幹排１５号橋
ｶｼﾗﾅｼｶﾝﾊﾟｲｼﾞｭｳｺﾞ
ｺﾞｳﾊｼ

水越下中島線 1981年 16.6 4.5 Ⅰ
主桁下面に経年劣化や橋面水の浸透が原因と推定される
ひびわれが見られる。車両の載荷位置であるものの部分
的な損傷で、次回点検までに支持機能が低下する可能性
は低いため、経過観察とする。

大沢大橋 ｵｵｻﾜｵｵﾊｼ 嶽鼻回立線 1976年 54.5 4.0 Ⅰ
橋脚梁部下面に乾燥収縮や雨水の浸透による遊離石灰を
伴うひびわれが見られる。遊離石灰の析出が継続してい
るものの、次回点検までに支持機能が低下する可能性は
低いため、経過観察とする。

軽井沢橋 ｶﾙｲｻﾞﾜﾊﾞｼ 板井沢土渕線 1988年 50.9 7.0 Ⅰ 伸縮装置に除雪時の接触等による変形が見られる。軽微
であり車両の走行に影響はないため、経過観察とする。

根田川橋 ｺﾝﾀﾞｶﾞﾜﾊｼ 根田川中野東線 1973年 50.0 3.6 Ⅱ
A1G2支承アンカーボルトにナットおよびピンチプレート
の脱落が見られる。前回点検で確認されており、支承機
能が低下しているため、補修が必要である。

回立橋 ﾏｯﾀﾂﾊﾞｼ 回立線 1981年 50.0 7.3 Ⅰ
下部工に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点検
からひびわれ幅に進行は見られるものの、次回点検まで
に支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察とす
る。

旭岡橋 ｱｻﾋｵｶﾊｼ 旭岡嶽鼻線 1992年 50.0 4.0 Ⅰ
床版下面に経年劣化や乾燥収縮が原因と推定されるひび
われが見られる。前回点検から進行はなく、次回点検ま
でに支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察と
する。

平野沢橋 ﾋﾗﾉｻﾜﾊﾞｼ 武道線 1995年 49.5 7.0 Ⅰ
下部工に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点検
からひびわれ幅が進行しているものの、次回点検までに
支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察とす
る。

若宮橋 ﾜｶﾐﾔﾊｼ 福島下根田線 1970年 48.0 2.8 Ⅲ
橋脚梁部に凍害等による剝離・鉄筋露出が見られ、P1G2
支承下面が露出している。前回点検で確認されており、
荷重支持機能および支承の荷重伝達機能が著しく低下し
ているため、早期の補修が必要である。

神明橋 ｼﾝﾒｲﾊﾞｼ 文天鏡田久保線 1971年 43.8 3.0 Ⅱ
P1ゴム支承に遊間の移動や腐食によるボルトのゆるみが
見られる。水平力の支持機能が低下しているため、補修
が必要である。

高根子橋 ﾀｶﾈｺﾊﾞｼ 高根子線 1986年 43.5 5.0 Ⅰ 横桁定着部に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回
点検から進行はなく軽微であるため、経過観察とする。

高口下橋 ﾀｶｸﾁｼﾀﾊﾞｼ 高口下線 1977年 42.8 2.5 Ⅱ
主桁垂直補剛材に地覆部遊間からの漏水による腐食、断
面欠損が見られる。今後の進行により欠損が拡大し、支
持機能が低下する可能性があるため、補修が必要であ
る。

亀井沢橋 ｶﾒｲｻﾞﾜﾊﾞｼ 横手平鹿増田線 1995年 43.0 8.0 Ⅰ
床版下面に乾燥収縮によるひびわれが見られるが軽微で
あり、支持機能に影響はない。※前回点検後、上部工端
部塗装･当て板補修･橋台ひびわれ補修･支承防錆･伸縮装置
交換･橋面防水･地覆断面修復を実施



文天橋 ﾓﾝﾃﾝﾊﾞｼ 西野文天線 1972年 42.0 2.3 Ⅱ
鋼部材全体に経年劣化による腐食が見られる。桁端部の
ウェブにわずかに板厚減少が生じており、今後の進行を
防止するため、予防保全の観点から補修が必要である。

真山橋 ｼﾝｻﾞﾝﾊﾞｼ 町田線 1972年 41.4 5.7 Ⅰ
床版張出下面に乾燥収縮によるひびわれが見られる（1箇
所）。軽微であり、支持機能に影響はない。
※令和３年９月架け替え済み

菅生橋 ｽｺﾞｳﾊﾞｼ 上吉野菅生線 1965年 39.4 4.0 Ⅲ
（第２径間）P1G1側主桁下フランジに遊間からの漏水や
経年劣化による腐食、断面欠損が見られる。支点付近に
生じており、支持機能が低下しているため、補修が必要
である。

樽沢橋 ﾀﾙｻﾜﾊｼ 大沢羽後線 1976年 38.6 8.5 Ⅱ
主桁端部に地覆遊間からの漏水による腐食が見られる。
ウェブに部分的に断面減少が見られ、欠損に進行した場
合、支点部の支持機能が低下する可能性があるため、予
防保全の観点から補修が必要である。

上畑広野橋 ｶﾐﾊﾀﾋﾛﾉﾊﾞｼ 広野線 1976年 38.0 3.0 Ⅰ
橋脚柱部に雨水の浸透や乾燥収縮によるひびわれが見ら
れる。前回点検からひびわれ幅が拡大しているものの、
次回点検までに支点部の支持機能が低下する可能性が低
いため、経過観察とする。

下三明岡橋 ｼﾓｻﾝﾐｮｳｵｶﾊﾞｼ 下三明岡線 1982年 35.8 5.0 Ⅱ
主桁端部に経年劣化および伸縮装置からの漏水による腐
食が生じている。部分的に層状錆が生じており、欠損等
に進行する可能性があるため、予防保全の観点から補修
が必要である。

鍋ヶ澤橋 ﾅﾍﾞｶﾞｻﾜﾊﾞｼ 稗畑越上線 1956年 32.6 5.5 Ⅲ
支障アンカーボルトに橋座の凍害が原因と推定されるゆ
るみが見られる。前回点検で確認されており、地震時水
平力の支持機能が低下しているため、早期の補修が必要
である。

相野々橋 ｱｲﾉﾉﾊﾞｼ 相野々駅前線 1978年 32.0 4.5 Ⅱ
主桁端部、支承本体に地覆遊間からの漏水による腐食が
見られる。垂直補剛材に断面減少が生じており、欠損に
進行する可能性があり、支承部は層状錆や断面減少が生
じ、支承機能が低下しており、補修が必要である。

新屋敷橋 ｱﾗﾔｼｷﾊﾞｼ 二井山上溝線 1980年 31.5 6.2 Ⅰ
主桁に錆が見られる。部分的で軽微であり、支持機能に
影響はない。
※令和２年１０月に架け替え済み

大城橋 ｵｵｼﾛﾊﾞｼ 大城線 1994年 29.5 3.0 Ⅰ
主桁端部に浸透水が原因と推定されるひびわれが見られ
る。前回点検から進行はなく軽微であるため、経過観察
とする。

落合１号橋 ｵﾁｱｲｲﾁｺﾞｳﾊｼ 黒落5号線 1973年 55.2 2.0 Ⅰ トラス部材全体に経年劣化による錆が見られる。錆は表
面的であり、現段階では支持機能に影響はない。

小栗山橋 ｺｸﾞﾘﾔﾏﾊﾞｼ 小栗山線 1984年 28.6 5.0 Ⅰ
床版下面に経年劣化や乾燥収縮によるひびわれが見られ
る。遊離石灰の析出等は見られず、次回点検までに支点
部の支持機能が低下する可能性は低いため、経過観察と
する。

落合橋 ｵｲｱｲﾊﾞｼ 霜焼野線 2000年 28.9 4.0 Ⅰ
主桁端部（耐候性剛材）に伸縮装置からの漏水による腐
食が見られる。層状錆が生じているものの、前回点検か
ら進行はなく部分的であるため、経過観察とする。

新処橋 ｱﾗﾄｺﾛﾊﾞｼ 小野沢田線 1998年 27.6 7.0 Ⅰ 横桁定着部に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回
点検から進行はなく軽微であるため、経過観察とする。

兵部谷地橋 ﾋｮｳﾌﾞﾔﾁﾊﾞｼ 兵部谷地線 1993年 27.2 5.0 Ⅰ
伸縮装置に除雪時の接触等による変形、経年劣化が見ら
れる。軽微であり、車両の走行に影響はないため、経過
観察とする。

上中村橋 ｶﾐﾅｶﾑﾗﾊﾞｼ 鬼越線 1994年 27.0 5.0 Ⅰ
主桁下フランジ下面にうき、ひびわれが見られる。支間
中央に生じている。補修跡の再劣化やうきの範囲の進行
も見られるが、交通量は少なく次回点検までに支持機能
が低下する可能性は低いため、経過観察とする。

沼山４号橋 ﾇﾏﾔﾏﾖﾝｺﾞｳﾊｼ 沼山線 1997年 26.5 6.0 Ⅰ
伸縮装置に経年劣化が見られる。現段階では漏水は生じ
ておらず、車両の走行に影響はないため、経過観察とす
る。

雄勝川橋 ｵｶﾞﾁｶﾞﾜﾊﾞｼ 雄勝川線 2002年 27.0 6.0 Ⅰ
橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。ひびわ
れ幅は拡大しているものの、次回点検までに支持機能が
低下する可能性は低いため、経過観察とする。

寄木橋 ﾖﾘｷﾊﾞｼ 二井山上溝線 不明 27.2 7.0 Ⅰ
下部工に乾燥収縮によるひびわれが見られる。橋台はひ
びわれ幅が大きいものの（A1:1.0㎜、A2:0.4㎜）前回点検
から進行はなく、現段階では支持機能に影響はない。

見入野橋 ﾐｲﾘﾉﾊｼ 旭川金沢線 1994年 25.5 7.0 Ⅰ
主桁端部（耐候性鋼材）に伸縮装置からの漏水による腐
食が見られる。層状錆が生じているものの、前回点検か
ら進行はなく部分的であるため、経過観察とする。

桧沢橋 ﾋｻﾞﾜﾊﾞｼ 平野沢線 1998年 26.4 7.0 Ⅰ 橋台竪壁に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回点
検から進行はなく、現段階では支持機能に影響はない。

上三明岡橋 ｶﾐｻﾝﾐｮｳｵｶﾊﾞｼ 上三明岡線 2008年 25.5 5.0 Ⅰ
橋台竪壁に乾燥収縮等によるひびわれが見られる。前回
点検から進行はなく、現段階では支持機能に影響はな
い。

大穴一号橋 ｵｵｱﾅｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 小野沢田線 1966年 24.8 3.0 Ⅲ
床版に遊離石灰を伴う２方向ひびわれが見られる。前回
点検からひびわれ幅・間隔が増大しており、車両の載荷
位置に生じているため、今後も進行が予測される。抜け
落ち等が生じる可能性があるため、早期の補修が必要。

野中橋 ﾉﾅｶﾊｼ 野中線 1980年 25.7 3.6 Ⅰ
沓座モルタルに乾燥収縮による欠損が見られる。橋座面
に凍害等は生じておらず、次回点検までに支承の機能障
害が生じる可能性は低いため、経過観察とする。

白石沢橋 ｼﾛｲｼｻﾞﾜﾊﾞｼ 旭川金沢線 1997年 24.8 7.0 Ⅰ
橋台に乾燥収縮によるひびわれ、補修跡に遊離石灰を伴
うひびわれが見られる。前回点検から進行はなく、現段
階では支持機能に影響はない。



若神子橋 ﾜｶﾐｺﾞﾊｼ 白坂天賀森線 1975年 23.9 3.5 Ⅰ
床版間詰に橋面水の浸透による遊離石灰が見られ、主桁
に部分的に剥離が生じている。剥離は点在しているもの
の軽微であり、次回点検までに支持機能が低下する可能
性は低いため、経過観察とする。

明永沼橋 ﾐｮｳｴｲﾇﾏﾊｼ 明永線 1980年 24.4 3.6 Ⅰ
床版下面に経年劣化によるひびわれが見られる。一部２
方向ひびわれが見られるが、前回点検から進行はなく、
次回点検までに支持機能が低下する可能性は低いため、
経過観察とする。

大場沢橋 ｵｵﾊﾞｻﾞﾜﾊﾞｼ 天狗沢１号線 1997年 24.0 4.0 Ⅰ
主桁上フランジ下面および間詰床版に橋面水の浸透が原
因と推定されるひびわれが見られる。部分的な損傷で、
前回点検から進行はなく、次回点検までに支持機能が低
下する可能性は低いため、経過観察とする。

平成橋 ﾍｲｾｲﾊｼ 大屋線 1997年 23.7 8.0 Ⅰ
橋台竪壁に乾燥収縮や経年劣化によるひびわれが見られ
る。前回点検から進行はなく、現段階では支持機能に影
響はない。

李原橋 ｼﾉﾊﾞﾗﾊﾞｼ 中田谷地線 2001年 23.8 6.0 Ⅰ
橋台竪壁に経年劣化や乾燥収縮によるひびわれが見られ
る。前回点検から進行はなく、現段階では支持機能に影
響はない。

上畑橋 ｶﾐﾊﾀﾊｼ 狙半内線 1979年 23.0 7.0 Ⅰ
床版下面に疲労が原因と推定される２方向ひびわれが見
られる。遊離石灰の析出は見られず、交通量が少なく、
前回点検から進行はない。次回点検までに抜け落ち等が
生じる可能性は低いため、経過観察とする。

熊ノ堂橋 ｸﾏﾉﾄﾞｳﾊﾞｼ 熊ノ堂線 1996年 22.0 5.6 Ⅰ
横桁定着部に乾燥収縮によるひびわれが見られる。前回
点検から進行はなく、現段階ではPC鋼材に影響はないた
め、経過観察とする。

寄木１号橋 ﾖﾘｷｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 寄木中房線 1999年 22.3 6.0 Ⅰ
橋台に乾燥収縮や伸縮装置からの漏水によるひびわれが
見られる。前回点検から進行はなく、現段階では支持機
能に影響はない。

狐塚橋 ｷﾂﾈﾂﾞｶﾊﾞｼ 根田谷地阿気桜森線 不明 4.8 5.4 Ⅰ
床版下面に側面および歩車道境界からの伝い水およびか
ぶり不足による鉄筋露出が見られる。車道端部で車両の
載荷は少なく、次回点検までに支持機能が低下する可能
性は低いため、経過観察とする。

樋西橋 ﾄﾖﾆｼﾊﾞｼ 根田谷地阿気桜森線 1960年 4.5 6.5 Ⅰ 床版側面および下面に伝い水等による剝離・鉄筋露出が
見られる。

江原橋 ｴﾊﾞﾗﾊﾞｼ 大雄東西線 1962年 4.8 8.5 Ⅱ
床版下面に側面からの伝い水等による鉄筋露出、うきが
見られる。うきは車両の載荷位置に進行しており、剥
離・鉄筋露出に進行した場合、支持機能が低下する可能
性があるため、予防保全の観点から補修が必要である。

前堰６号橋 ﾏｴｾﾞｷﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 新城上桜森線 1971年 4.8 6.0 Ⅰ
床版下面に鉄筋露出が見られる。前回点検から進行はな
く部分的であり、次回点検までに支持機能が低下する可
能性は低いため、経過観察とする。

Ｍ２－７号橋 ｴﾑﾆﾉﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 八柏下村線 1974年 4.5 4.2 Ⅰ
主桁および橋台に主桁間および遊間からの漏水・帯水が
見られるが、ひびわわれや剥離等の損傷は生じておら
ず、支持機能に影響はない。

Ｍ２－５号橋 ｴﾑﾆﾉｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 八柏下村線 1974年 4.5 4.2 Ⅰ
主桁側面に雨水の浸透による遊離石灰を伴うひびわれが
見られる。前回点検から進行はなく、支持機能に影響は
ない。

Ｍ２－３号橋 ｴﾑﾆﾉｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 八柏北線 1974年 4.7 7.0 Ⅰ
拡幅部下部工端部に経年劣化等による剝離が見られる。
前回点検から進行はなく、拡幅部の支持機能に影響はな
い。

柏木南橋 ｶｼﾜｷﾞﾐﾅﾐﾊﾞｼ 折橋四津屋線 1974年 2.6 10.5 Ⅰ 上部構造、下部構造は健全である。
※令和６年３月架替済み（かんがい排水事業）

碇大橋歩道橋 ｲｶﾘｵｵﾊｼﾎﾄﾞｳｷｮｳ 朝倉線 1997年 70.9 3.2 Ⅰ
第１径間主桁に下面からの衝突による下フランジの変形
が見られる。新規損傷であるものの、歩道橋のため現段
階では耐荷力に大きな影響はなく、経過観察とする。

上法寺橋 ｼﾞｮｳﾎﾞｳｼﾞﾊﾞｼ 根羽子沢清水出線 1987年 12.7 16.1 Ⅱ
伸縮装置の後打ちコンクリートに経年劣化による剝離が
見られる。全幅に見られ、車両の走行性が低下している
ため、補修が必要である。

蛭野前田表線１号橋
ﾋﾙﾉﾏｴﾀﾞｵﾓﾃｾﾝｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ

蛭野前田表線 不明 11.5 5.5 Ⅱ
主桁下面に側面からの伝い水および橋面水の浸透による
遊離石灰を伴うひびわれ、うきが見られる。車両の載荷
により今後も進行が予測され、主桁全体の支持機能が低
下する可能性があるため、補修が必要である。

千本野１号橋 ｾﾝﾎﾞﾝﾉｲﾁｺﾞｳﾊｼ 番匠田千本野線 不明 3.7 5.2 Ⅱ
地覆に欠損、舗装に穴ぼこ。橋台下部に洗い出しが見ら
れる。舗装面の損傷は車両の走行に影響があるため補修
が必要である。

境田北１号橋 ｻｶｲﾀﾞｷﾀｲﾁｺﾞｳﾊｼ 市道境田千本野線 不明 3.6 5.5 Ⅱ
橋台にクラック及び一部断面欠損が見られる。クラック
が拡大した場合、支持機能が低下するため、予防保全の
観点から補修が必要である。

沼下１号橋 ﾇﾏｼﾀｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 市道沼下猪岡線 不明 3.7 7.1 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

八幡３号橋 ﾊﾁﾏﾝｻﾝｺﾞｳﾊｼ 市道卸団地中央線 不明 3.7 15.6 Ⅰ 前回点検より進行はなく、支持機能に影響はない。

駅西１号橋 ｴｷﾆｼｲﾁｺﾞｳﾊﾞｼ 市道駅西９号線 不明 3.8 6.3 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

駅西２号橋 ｴｷﾆｼﾆｺﾞｳﾊﾞｼ 市道駅西９号線 不明 3.6 6.4 Ⅰ 転落防止柵に変形はあるものの、橋梁自体は健全で、支
持機能に影響はない。



安田２号橋 ﾔｽﾀﾞﾆｺﾞｳﾊｼ 市道安田団地２号線 不明 3.5 5.4 Ⅱ
床板にクラックがある。橋台下部に洗い出しがある。前
回点検と同様の損傷でいずれも軽微であり、経過観察と
し、拡大するようであれば補修が必要。

横手沢橋 ﾖｺﾃｻﾞﾜﾊｼ 市道兀山２号線 不明 3.5 5.8 Ⅱ
橋台にクラックがあり、滲出水も見られる。。前回点検
と同様の損傷でいずれも軽微であり、経過観察とし、拡
大するようであれば補修が必要。

亀田熊渕橋 ｶﾒﾀﾞｸﾏﾌﾞﾁﾊﾞｼ 市道横手平鹿増田線 不明 3.6 8.5 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

樋場主人堰橋 ﾄﾖﾊﾞﾓﾝﾄｾﾞｷﾊﾞｼ 市道真人亀田線 1972年 3.9 4.8 Ⅱ
橋台下部に鉄筋露出あり。床板から滲出水あり。現段階
では支持機能に影響はないが、変状や拡大するようであ
れば補修が必要であり、経過を観察する。

新堰橋 ﾆｲｾﾞｷﾊﾞｼ 市道平真線 不明 3.6 8.8 Ⅱ
Ａ１橋台に洗い出し、Ａ２橋台に剥離と洗堀が見られ
る。現段階では支持機能に影響はないが、変状や拡大す
るようであれば補修が必要であり、経過を観察する。

民生橋 ﾐﾝｾｲﾊﾞｼ 市道縫殿中町線 1966年 3.0 3.6 Ⅱ
床板にジャンカ、鉄筋露出が見られる。橋台に洗い出し
が見られる。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行
は見られないため経過観察とし、変状や拡大するようで
あれば補修が必要である。

女学校裏橋 ｼﾞｮｶﾞｯｺｳｳﾗﾊﾞｼ 市道女学校裏線 1966年 3.4 3.5 Ⅱ
床板にジャンカと欠損、橋台に洗い出しが見られる。前
回点検と同様の損傷であり、著しい進行は見られないた
め経過観察とし、変状や拡大するようであれば補修が必
要である。

大宮川橋 ｵｵﾐﾔｶﾜﾊﾞｼ 市道八木線 1969年 3.5 8.5 Ⅱ 後年度拡幅部分に異常はないが、従前からある部分は洗
堀が見られる。

上町西橋 ｶﾐﾏﾁﾆｼﾊﾞｼ 市道上町西線 1935年 3.1 3.7 Ⅱ
床板に剥離、鉄筋露出が見られる。橋台に洗い出しが見
られる。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行は見
られないため経過観察とし、変状や拡大するようであれ
ば補修が必要である。

吉野鉱山橋 ﾖｼﾉｺｳｻﾞﾝﾊﾞｼ 市道吉野南線 1963年 3.2 3.5 Ⅱ
洗堀やクラック等、全体的に老朽化が進んでいる。前回
点検と同様の損傷であり、著しい進行は見られないため
経過観察とし、変状や拡大するようであれば補修が必要
である。

大沢橋 ｵｵｻﾜﾊﾞｼ 市道吉野中央線 1964年 3.0 4.1 Ⅱ
床板がたわんでいる。前回点検と同様の損傷であり、著
しい進行は見られないため経過観察とし、変状や拡大す
るようであれば補修が必要である。

電気堰橋 ﾃﾞﾝｷｾﾞｷﾊﾞｼ 市道吉野中央線 1955年 3.6 5.0 Ⅱ
橋台に欠損やクラックがある。洗い出し、洗堀も進んで
いる。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行は見ら
れないため経過観察とし、変状や拡大するようであれば
補修が必要である。

菅生沢橋 ｽｺﾞｳｻﾜﾊﾞｼ 市道菅生沢線 1951年 2.5 3.6 Ⅰ 橋台に軽微な洗い出しが見られるが、支持機能に影響は
ない。

尖岩橋 ﾄｶﾞﾘｲﾜﾊﾞｼ 市道羽場菅生線 1946年 2.9 4.2 Ⅱ
床板に浮き、剥離が見られ、橋台石積みに、はらみ出し
が見られる。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行
は見られないため経過観察とし、変状や拡大するようで
あれば補修が必要である。

湯ノ沢橋 ﾕﾉｻﾜﾊﾞｼ 市道湯野沢線 1954年 2.6 4.9 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。
※架設年次以降に架け替えられている。

川登蟹沢線１号橋
ｶﾜﾉﾎﾞﾘｶﾞﾆｻﾞﾜｾﾝｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ

市道川登蟹沢線 ー 3.2 5.6 ー 前回の点検で「水路位置が変わり、橋の下は単なる窪地
であった。」と報告されていた橋は撤去されていた。

黒川田ノ植線１号橋
ｸﾛｶﾜﾀﾉｳｴｾﾝｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

市道黒川田ノ植線 不明 3.0 6.1 Ⅱ
橋台に洗い出しが見られる。現段階では支持機能に影響
はないが、変状や拡大するようであれば補修が必要であ
り、経過を観察する。

豊前中島線１号橋
ﾌﾞｾﾞﾝﾅｶｼﾞﾏｾﾝｲﾁｺﾞ
ｳｷｮｳ

市道豊前中島線 不明 3.7 11.0 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

浅舞今宿線１号橋
ｱｻﾏｲｲﾏｼｭｸｾﾝｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ

市道浅舞今宿線 不明 3.5 7.0 Ⅰ 橋台に軽微な洗い出しが見られる。支持機能に影響はな
い。

樋ノ口柳持線１号橋
ﾋﾉｸﾁﾔﾅｷﾞﾓﾁｾﾝｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ

市道樋ノ口柳持線 不明 3.7 8.1 Ⅰ
地覆が欠けているものの、走行に影響はないため、経過
観察とする。

１０７東線１号橋
ﾋｬｸﾅﾅﾋｶﾞｼｾﾝｲﾁｺﾞ
ｳｷｮｳ

市道１０７東線 不明 2.8 6.5 Ⅱ
床板にたわみが見られる。他に、床板コンクリートの欠
落、橋台の洗い出し。前回点検と同様の損傷であり、著
しい進行は見られないため経過観察とし、変状や拡大す
るようであれば補修が必要である。

浅舞柳持線２号橋
ｱｻﾏｲﾔﾅｷﾞﾓﾁｾﾝﾆ
ｺﾞｳｷｮｳ

市道浅舞柳持線 不明 3.9 5.6 Ⅱ
床板にジャンカ、両橋台に洗い出し、Ａ１橋台にクラッ
クが見られる。。前回点検と同様の損傷でいずれも軽微
であり、経過観察とし、拡大するようであれば補修が必
要。

下醍醐柳持線１号橋
ｼﾀﾀﾞｲｺﾞﾔﾅｷﾞﾓﾁｾﾝ
ｲﾁｺﾞｳｷｮｳ

市道下醍醐柳持線 不明 3.0 4.5 Ⅱ
橋台に洗い出しが見られる。現段階では支持機能に影響
はないが、変状や拡大するようであれば補修が必要であ
り、経過を観察する。

１０７西線１号橋
ﾋｬｸﾅﾅﾆｼｾﾝｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

市道１０７西線 不明 3.5 11.4 Ⅰ 橋台に軽微な洗い出しが見られる。軽微であり、支持機
能に影響はない。

スポｰツセンタｰ線２号橋
ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰｾﾝﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ

市道スポｰツセンタｰ線 2018年 3.6 5.9 Ⅰ
上部構造、下部構造、支承部とも健全である。
※2018年に1,000×1,000のボックスカルバートに更新さ
れた。



下村線１号橋 ｼﾀﾑﾗｾﾝｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 市道下村線 不明 3.5 5.5 Ⅱ
床板に遊離石灰、橋台に洗い出しが見られる。現段階で
は支持機能に影響はないが、変状や拡大するようであれ
ば補修が必要であり、経過を観察する。

野中十文字境線１号橋
ﾉﾅｶｼﾞｭｳﾓﾝｼﾞｻｶｲｾ
ﾝｲﾁｺﾞｳｷｮｳ

市道野中十文字境線 不明 3.0 4.5 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

新宮３号橋 ｼﾝﾐﾔｻﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 市道新宮線 1948年 3.0 2.7 Ⅱ
Ａ１橋台に洗い出しが見られる。現段階では支持機能に
影響はないが、変状や拡大するようであれば補修が必要
であり、経過を観察する。

新宮４号橋 ｼﾝﾐﾔﾖﾝｺﾞｳﾊﾞｼ 市道新宮線 1948年 3.0 2.7 Ⅱ
床板にクラックがあり遊離石灰も見られる。現段階では
支持機能に影響はないが、変状や拡大するようであれば
補修が必要であり、経過を観察する。

上法寺川橋 ｼﾞｮｳﾎﾞｳｼﾞｶﾞﾜﾊﾞｼ 市道長持西線 1966年 3.5 3.4 Ⅲ
通行の形跡がなく、雑草が繁茂している。橋台洗堀、ク
ラック等あり。橋台洗堀が進行した場合、安全性を確保
できないため、早期の対策が必要である。

岩瀬橋 ｲﾜｾﾊﾞｼ 市道大沢岩ノ沢線 1971年 3.1 5.3 Ⅱ
床板に鉄筋露出、遊離石灰が見られる。前回点検と同様
の損傷であり、著しい進行は見られないため経過観察と
し、変状や拡大するようであれば補修が必要である。

湯の沢川５号橋 ﾕﾉｻﾜｶﾜｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 市道大沢南部３号線 2023年 2.5 3.9 Ⅰ
上部構造、下部構造、支承部とも健全である。
※国道107号バイパス化に伴い、2023年に架け替えら
た。

湯の沢川６号橋 ﾕﾉｻﾜｶﾜﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 市道大沢南２号線 1971年 3.7 3.4 ー ボックスカルバートに更新され、設置位置の関係で橋梁
ではなく暗渠となる。

鳶ヶ沢橋 ﾄﾋﾞｶﾞｻﾜﾊﾞｼ 市道鳶ケ沢線 1971年 3.3 3.6 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

鳶ヶ沢２号橋 ﾄﾋﾞｶﾞｻﾜﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道鳶ケ沢線 1971年 3.4 3.7 Ⅱ
床板に、うきや剥離、鉄筋露出が見られる。滲出水は軽
微である。現段階では支持機能に影響はないが、変状や
拡大するようであれば補修が必要であり、経過を観察す
る。

上船沼橋 ｶﾐﾌﾅﾇﾏﾊﾞｼ 市道船沼東線 1969年 3.9 4.3 Ⅱ
床板に剥離が見られる。橋台と床板の間から滲出水が見
られる。前回点検より進行しており、現段階で耐荷力が
低下している可能性があるため、早期の補修が必要であ
る。

通し下田橋 ﾄｵｼｹﾞﾀﾊﾞｼ 市道八卦南支線 1958年 3.9 2.5 Ⅱ
経年劣化による路面の摩耗、地覆に欠損、橋台にクラッ
クなどが見られる。交通量は少なく次回点検までに支持
機能が低下する可能性は低いが、変状や拡大するようで
あれば補修が必要。

下川原５号橋 ｼﾓｶﾜﾗｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 市道下川原北部線 1958年 3.6 4.0 Ⅱ
経年劣化により橋台と床板の隙間から滲出水が見られ
る。現段階では支持機能に影響はないが、変状や拡大す
るようであれば補修が必要であり、経過を観察する。

下小路橋 ｼﾓｺｳｼﾞﾊﾞｼ 市道雄物川中央線 不明 3.5 6.0 Ⅱ
橋台にクラックが見られる。前回点検と同様の損傷であ
り、著しい進行は見られないため経過観察とし、変状や
拡大するようであれば補修が必要である。

鳥羽下橋 ﾄﾊﾞｼﾀﾊﾞｼ 市道今宿中島線 1953年 3.1 5.1 Ⅱ
床板の劣化及びＡ１橋台にクラックが見られる。前回点
検と同様の損傷であり、著しい進行は見られないため経
過観察とし、変状や拡大するようであれば補修が必要で
ある。

下谷地６号橋 ｼﾀﾔﾁﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 市道下谷地中線 1954年 2.5 4.1 Ⅱ
床板に剥離、橋台に洗い出しが見られる。ガードパイプ
が破損している。前回点検と同様の損傷であり、著しい
進行は見られないため経過観察とし、変状や拡大するよ
うであれば補修が必要である。

石塚２号橋 ｲｼﾂﾞｶﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道新平川沼館線 1956年 3.3 5.0 Ⅱ
床板側面に欠損。Ａ１橋台に欠損、鉄筋露出。両橋台と
も洗い出し。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行
は見られないため経過観察とし、変状や拡大するようで
あれば補修が必要である。

大巻６号橋 ｵｵﾏｷﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 市道大巻線 1970年 2.5 5.1 Ⅰ
床版と橋台および拡幅部との遊間から滲み出しがあるも
のの、前回点検から進行はなく、支持機能に影響はな
い。

壇ノ尻橋 ﾀﾞﾝﾉｼﾘﾊﾞｼ 市道砂子田南部線 1971年 3.7 3.6 Ⅱ
路面が荒れ気味である。橋台に洗い出しが見られる。交
通量は少なく次回点検までに支持機能が低下する可能性
は低いが、変状や拡大するようであれば補修が必要。

蝦夷塚橋 ｴｿﾞﾂﾞｶﾊﾞｼ 市道雄物川東西線 1961年 3.1 6.1 Ⅱ
床板に剥離及び鉄筋露出が見られる。橋台に洗い出し、
土砂堆積あり。前回点検と同様の損傷であり、著しい進
行は見られないため経過観察とし、変状や拡大するよう
であれば補修が必要。

造山蝦夷塚２号橋
ﾂｸﾘﾔﾏｴｿﾞﾂﾞｶﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ

市道造山南部６号線 1957年 3.0 2.4 Ⅱ
橋台下の土砂が流失している。床板に欠損箇所があり鉄
筋が露出している。交通量は少なく次回点検までに支持
機能が低下する可能性は低いが、変状や拡大するようで
あれば補修が必要。

造山蝦夷塚３号橋
ﾂｸﾘﾔﾏｴｿﾞﾂﾞｶｻﾝｺﾞｳ
ｷｮｳ

市道造山南部４号線 1957年 3.6 2.5 Ⅱ
床板、橋台とも一部コンクリートの欠損があり鉄筋露出
も見られた。交通量は少なく次回点検までに支持機能が
低下する可能性は低いが、変状や拡大するようであれば
補修が必要。

東里西２号橋 ﾄｳｻﾄﾆｼﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道東里西６号線 1953年 3.6 1.8 Ⅱ
床板下側面で鉄筋が露出し錆びている。橋台に洗い出し
が見られる。交通量は少なく次回点検までに支持機能が
低下する可能性は低いが、変状や拡大するようであれば
補修が必要。

東里西４号橋 ﾄｳｻﾄﾆｼﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 市道東里西部線 2020年 2.5 2.0 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。
※2020年に架け替えられた。

東里２号橋 ﾄｳｻﾄﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道雄物川東部３号幹線 1962年 3.0 7.3 Ⅱ
床板下側にジャンカ、Ａ１橋台にクラック、両橋台に洗
い出しが見られる。現段階では支持機能に影響はない
が、変状や拡大するようであれば補修が必要であり、経
過を観察する。



大元２号橋 ｵｵﾓﾄﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道柏木三ツ屋桑木線 1969年 3.5 3.8 Ⅰ 橋下の断面が非常に狭く、また、水も流れていない。次
回点検まで、支持機能に影響はない。

後田表２号橋 ｳｼﾛﾀﾞｵﾓﾃﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道上西野南部線 1961年 2.9 2.5 Ⅲ
経年劣化により床板に鉄筋露出、橋台に洗い出しが見ら
れる。前回点検より進行しており、現段階で耐荷力が低
下している可能性があるため、早期の補修が必要であ
る。

白山前橋 ﾊｸｻﾝﾏｴﾊﾞｼ 市道白山前線 1964年 3.8 11.9 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

中ノ又橋 ﾅｶﾉﾏﾀﾊﾞｼ 市道善知鳥蓋支線 1965年 3.6 2.8 Ⅱ
床板に鉄筋露出、Ａ１橋台に洗い出しが見られる。交通
量は少なく次回点検までに支持機能が低下する可能性は
低いが、変状や拡大するようであれば補修が必要。

極楽寺２号橋 ｺﾞｸﾗｸｼﾞﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道釣瓶線 1968年 3.1 4.0 Ⅱ
鉄筋露出やたわみなど、全体的に劣化が進んでいる。損
傷が拡大した場合、支持機能が低下するため、変状を注
視しなければならない。

極楽寺４号橋 ｺﾞｸﾗｸｼﾞﾖﾝｺﾞｳｷｮｳ 市道釣瓶線 1968年 3.0 4.5 Ⅱ
橋台に洗い出しが見られる。現段階では支持機能に影響
はないが、変状や拡大するようであれば補修が必要であ
り、経過を観察する。

粧坂橋 ｼｮｳｻｶﾊﾞｼ 市道猿田３号支線 2020年 3.6 3.7 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。
※2020年に架け替えられた。

六盃橋 ﾛｯﾊﾟｲﾊﾞｼ 市道阿美多地線 1971年 3.1 5.6 Ⅱ
橋台に洗い出しが見られる。地覆欠損、鉄筋露出あり。
損傷が拡大した場合、支持機能が低下するため、変状を
注視しなければならない。

清水橋 ｼﾐｽﾞﾊﾞｼ 市道上野小勝田線 1971年 3.0 5.0 Ⅱ
Ａ２橋台にひび割れがみられる。交通量は少なく次回点
検までに支持機能が低下する可能性は低いが、変状や拡
大するようであれば補修が必要。

下田３号橋 ｼﾓﾀﾞｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 市道下田西水沢線 1962年 3.5 5.8 Ⅱ
床板裏面に鉄筋露出が見られる。前回点検と同様の損傷
であり、著しい進行は見られないため経過観察とし、変
状や拡大するようであれば補修が必要。

三ヶ村堰１号橋
ｻｶﾞﾑﾗｾﾞｷｲﾁｺﾞｳｷｮ
ｳ

市道女郎出袴形線 1971年 3.1 6.0 Ⅱ
床板に鉄筋露出が見られる。橋台に洗い出し、滲出水が
見られる。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行は
見られないため経過観察とし、変状や拡大するようであ
れば補修が必要。

東大中島橋 ﾋｶﾞｼｵｵﾅｶｼﾞﾏﾊﾞｼ 市道タモノ木東線 1972年 3.6 4.4 Ⅱ
床板に鉄筋露出が見られる。床板と橋台の間から滲出水
が見られる。交通量は少なく次回点検までに支持機能が
低下する可能性は低いが、変状や拡大するようであれば
補修が必要。

泥毛橋 ﾄﾞﾛｹﾊﾞｼ 市道高畑東藤野線 1971年 3.1 4.2 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。
※架設年次以降に架け替えられている。

新島１号橋 ｼﾝｼﾞﾏｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 市道前村後線 1972年 3.0 4.2 Ⅱ
床板に鉄筋露出が見られる。橋台にジャンカ、洗い出し
が見られる。交通量は少なく次回点検までに支持機能が
低下する可能性は低いが、変状や拡大するようであれば
補修が必要。

新島２号橋 ｼﾝｼﾞﾏﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道高畑東藤野線 1971年 3.0 4.2 Ⅱ
床板に鉄筋露出、橋台に洗い出し、土砂堆積が見られ
る。交通量は少なく次回点検までに支持機能が低下する
可能性は低いが、変状や拡大するようであれば補修が必
要。

新島３号橋 ｼﾝｼﾞﾏｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 市道一本柳線 1971年 3.0 4.3 Ⅱ
床板に鉄筋露出、橋台に洗い出しが見られる。交通量は
少なく次回点検までに支持機能が低下する可能性は低い
が、変状や拡大するようであれば補修が必要。

東二ツ森２号橋
ﾋｶﾞｼﾌﾀﾂﾓﾘﾆｺﾞｳｷｮ
ｳ

市道二ッ森中島線 1964年 3.6 4.2 Ⅱ
床板に鉄筋露出が見られる。橋台に滲出水が見られる。
交通量は少なく次回点検までに支持機能が低下する可能
性は低いが、変状や拡大するようであれば補修が必要。

東二ツ森４号橋
ﾋｶﾞｼﾌﾀﾂﾓﾘﾖﾝｺﾞｳｷｮ
ｳ

市道二ッ森東線 1971年 3.0 4.2 Ⅱ
床板に鉄筋露出、橋台に洗い出しが見られる。地覆も鉄
筋が露出している。交通量は少なく次回点検までに支持
機能が低下する可能性は低いが、変状や拡大するようで
あれば補修が必要。

開一の口橋 ﾋﾗｷｲﾁﾉｸﾁﾊｼ 市道開一の口線 1971年 3.2 5.9 Ⅱ
床板に鉄筋露出が、橋台に洗い出しが見られる。前回点
検と同様の損傷であり、著しい進行は見られないため経
過観察とし、変状や拡大するようであれば補修が必要。

苗代下橋 ﾅﾜｼﾛｼﾀﾊｼ 市道苗代下線 1964年 2.7 2.7 Ⅱ
床板にクラック及び鉄筋露出が見られる。交通量は少な
く次回点検までに支持機能が低下する可能性は低いが、
変状や拡大するようであれば補修が必要。

南神成橋 ﾐﾅﾐｶﾝﾅﾘﾊﾞｼ 市道東神成線 1964年 3.0 6.0 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。
※架設年次以降に架け替えられている。

中村真角線２号橋
ﾅｶﾑﾗﾏｯｶｸｾﾝﾆｺﾞｳ
ｷｮｳ

市道中村真角線 不明 3.6 5.5 Ⅱ
ボックスとボックスの隙間から滲出水が見られる。現段
階では支持機能に影響はないが、変状や拡大するようで
あれば補修が必要であり、経過を観察する。

木下中村線３号橋
ｷｼﾞﾀﾅｶﾑﾗｾﾝｻﾝｺﾞｳ
ｷｮｳ

市道木下中村線 不明 3.6 7.4 Ⅱ
ボックス下部に軽微な洗い出しと、１か所錆汁が出てい
る箇所がある。現段階では支持機能に影響はないが、変
状や拡大するようであれば補修が必要であり、経過を観
察する。

樽川橋 ﾀﾙｶﾜﾊﾞｼ 市道三重植田線 不明 3.7 5.6 Ⅱ
床板にコンクリート剥離及び鉄筋露出、橋台に洗堀が見
られる。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行は見
られないため経過観察とし、変状や拡大するようであれ
ば補修が必要。

中の村能平喜線３号橋
ﾅｶﾉﾑﾗﾉｳﾋﾞﾗｷｾﾝｻﾝ
ｺﾞｳｷｮｳ

市道中の村能平喜線 不明 3.8 8.1 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。



御休線１号橋 ｵﾔｽﾐｾﾝｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 市道御休線 不明 3.5 6.0 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

西下中の村線３号橋
ﾆｼｼﾀﾅｶﾉﾑﾗｾﾝｻﾝ
ｺﾞｳｷｮｳ

市道西下中の村線 不明 3.7 6.1 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

清水川橋 ｼﾐｽﾞｶﾜﾊﾞｼ 市道三重植田線 不明 3.9 10.0 Ⅱ
床板に剥離、鉄筋露出が見られ、橋台にも剥離及び洗い
出しが見られる。損傷が進行した場合、支持機能が低下
するため、予防保全の観点から補修が必要である。

西下中の村線１号橋
ﾆｼｼﾀﾅｶﾉﾑﾗｾﾝｲﾁ
ｺﾞｳｷｮｳ

市道西下中の村線 不明 3.5 12.2 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

田村堰８号橋 ﾀﾑﾗｾﾞｷﾊﾁｺﾞｳｷｮｳ 市道下高口上田村線 1971年 3.8 6.2 Ⅱ
床板にジャンカ及び橋台との接点部分が欠損、鉄筋露出
が見られる。現段階では支持機能に影響はないが、変状
や拡大するようであれば補修が必要であり、経過を観察
する。

門ノ目堰２号橋 ｶﾄﾞﾉﾒｾﾞｷﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道折橋四津屋線 1967年 3.0 9.2 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。
※架設年次以降に架け替えられている。

門ノ目堰５号橋 ｶﾄﾞﾉﾒｾﾞｷｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 市道樋脇一ノ関線 1971年 2.5 3.2 Ⅱ
床板に鉄筋露出が見られる。橋台と床板の間から滲出水
が見られる。交通量は少なく次回点検までに支持機能が
低下する可能性は低いが、変状や拡大するようであれば
補修が必要。

門ノ目堰６号橋 ｶﾄﾞﾉﾒｾﾞｷﾛｸｺﾞｳｷｮｳ 市道上桜森一ノ関線 1971年 3.3 4.2 Ⅱ
床板にジャンカ、橋台に滲出水が見られる。橋台に欠損
がある。交通量は少なく次回点検までに支持機能が低下
する可能性は低いが、変状や拡大するようであれば補修
が必要。

門ノ目堰７号橋 ｶﾄﾞﾉﾒｾﾞｷﾅﾅｺﾞｳｷｮｳ 市道下高口上田村線 1971年 2.8 6.3 Ⅱ
床板に剥離及び鉄筋露出が見られる。橋台から滲出水が
見られる。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行は
見られないため経過観察とし、変状や拡大するようであ
れば補修が必要。

江原小橋 ｴﾊﾞﾗｺﾊﾞｼ 市道根田谷地阿気桜森線 1961年 3.3 8.5 Ⅰ 表面にジャンカが見られるものの橋梁断面が非常に小さ
いため、現段階では支持機能に影響はない。

桜森橋 ｻｸﾗﾓﾘﾊﾞｼ 市道根田谷地阿気桜森線 1946年 3.0 6.9 Ⅱ
橋台下部に洗い出しが見られる。前回点検と同様の損傷
であり、著しい進行は見られないため経過観察とし、変
状や拡大するようであれば補修が必要。

石持橋 ｲｼﾓﾁﾊﾞｼ 市道根田谷地阿気桜森線 1961年 2.5 6.0 Ⅰ 床板の隙間からの漏水や橋台下に土砂堆積など見られる
が、橋梁本体は健全で、支持機能に影響はない。

両頭川２号橋 ﾘｮｳｽﾞｶﾞﾜﾆｺﾞｳｷｮｳ 市道土井尻線 1971年 3.9 6.0 Ⅰ
橋台に軽微なジャンカが見受けられるが、支持機能に影
響はなく、また、次回点検までに支持機能が低下する可
能性は低いため、経過観察とする。

樋脇橋 ﾄﾖﾜｷﾊﾞｼ 市道根田谷地阿気桜森線 不明 3.6 8.8 Ⅱ
床板に剥離、鉄筋露出、滲出水がみられ、橋台に洗堀が
見られる。前回点検と同様の損傷であり、著しい進行は
見られないため経過観察とし、変状や拡大するようであ
れば補修が必要。

宮田堰３号橋 ﾐﾔﾀｾﾞｷｻﾝｺﾞｳｷｮｳ 市道新城上桜森線 1971年 2.7 10.5 Ⅱ
橋台に洗い出しが見られる。舗装面の剥がれ、地覆一部
欠損も見られる。現段階では支持機能に影響はないが、
変状や拡大するようであれば補修が必要であり、経過を
観察する。

上田村西橋 ｶﾐﾀﾑﾗﾆｼﾊﾞｼ 市道上田村西２号線 1971年 3.7 4.6 Ⅱ
床板に鉄筋露出が見られる。橋台に洗い出しが見られ
る。交通量は少なく次回点検までに支持機能が低下する
可能性は低いが、変状や拡大するようであれば補修が必
要。

狐塚堰橋 ｷﾂﾈﾂﾞｶｾﾞｷﾊﾞｼ 市道一ノ関東線 1971年 2.6 4.0 Ⅰ 橋台のほかに水路壁2列、合わせて4列で床版を支えてい
て支持機能は十分保持している。

上田村上堰１号橋
ｶﾐﾀﾑﾗｳﾜｾｷｲﾁｺﾞｳ
ｷｮｳ

市道下高口上田村線 1971年 3.0 6.2 Ⅱ
橋台にジャンカ、滲出水が見られ、フチに欠損がある。
地覆に欠損がある。現段階では支持機能に影響はない
が、変状や拡大するようであれば補修が必要であり、経
過を観察する。

惣助堰橋 ｿｳｽｹｾﾞｷﾊﾞｼ 市道下高口上田村線 1971年 3.3 6.2 Ⅱ
床板に鉄筋露出が見られる。橋台から滲出水が見られ、
一部欠損がある。床版の鉄筋露出が進行した場合、支持
機能が低下するため、変状を注視しなければならない。

惣助堰５号橋 ｿｳｽｹｾﾞｷｺﾞｺﾞｳｷｮｳ 市道八柏西１号線 1971年 3.8 4.2 Ⅱ
床板にジャンカ及び鉄筋露出が見られる。橋台に滲出水
が見られる。交通量は少なく次回点検までに支持機能が
低下する可能性は低いが、変状や拡大するようであれば
補修が必要。

根田谷地堰４号橋
ｺﾝﾀﾞﾔﾁｾﾞｷﾖﾝｺﾞｳｷｮ
ｳ

市道八柏東１号線 1971年 3.7 3.6 Ⅱ
床板にジャンカ、橋台に滲出水が見られる。地覆に欠損
がある。交通量は少なく次回点検までに支持機能が低下
する可能性は低いが、変状や拡大するようであれば補修
が必要。

上桧沢橋 カミヒザワバシ 市道武道線 2018年 2.3 3.0 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

東又１号橋 ﾋｶﾞｼﾏﾀｲﾁｺﾞｳｷｮｳ 市道東又線 不明 3.7 4.0 Ⅰ 上部構造、下部構造、支承部とも健全である。

赤倉沢橋 アカクラザワバシ 市道赤倉線 不明 11.5 1.9 Ⅲ
木製床版に経年劣化による腐朽、抜け落ちが見られる。
山間地の農地で歩行者の利用は少ないものの、第三者被
害防止の対策が必要である。


